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令和３年12月定例会
会期／11月29日～12月21日

予 算 常 任 委 員 会

新型コロナウイルス感染症緊急くらし・経済対策

子育て世帯臨時特別給付金事業に関する
補正予算等を可決しました

Point

　各分科会において、専門的に審査した後、予算常任委員会（全議員）を開催し、一般会計補正予算案等
を総括的に審査しました。

・�南部学校給食センターの床面補修に関する補正予算について、ひびが入り始めた時期や原因、施工

業者の民法上の瑕疵の有無について、また、修繕の工法にかかる質問がありました。施工上のミス

は確認できず瑕疵担保責任は問えないこと、床面と塗装面の間に地下からの水蒸気が入り激しい寒

暖差によりひび割れが生じたこと、試験的に小修繕を行い、良好な結果が得られた工法を採用する

ことを確認しました。

付言すべきとした事項

・�基金の統合について、統合後も本来の基金の主旨や目的を踏まえつつ、使途をより詳細に示される

よう付言します。

　大井川及び鬼川の下流地域で発生している冠水被害を防ぐため、排水路（バイパス水路）を新設し

長浜新川へ排水する滋賀県の事業が進展したことを受け、市の負担金を増額する補正予算などについ

て慎重に審査しました。

12／８　 ・�高校生までの子どもがいる世帯に対する 1 人あたり５万円の子育て世帯臨時特別給付金
について審査しました。

12／ 14　・�児童手当制度の改正により、令和４年度以降は現況届が不要となること等への対応をす

るためシステム改修を行う費用について審査しました。

　　　　　・�新型コロナウイルスワクチン接種について、３回目の追加接種、令和４年１月以降に
12歳になる児童への接種にかかる費用を審査しました。

12／ 21　・�住民税非課税世帯や、家計急変世帯等に対する１世帯当たり 10 万円の臨時特別給付金
について審査し、対象となる世帯など市民に分かりやすく周知するよう求めました。

　　　　　・�子育て世帯臨時特別給付金の５万円相当のクーポン給付分を現金による支給とし 12月
８日審査の給付金と併せて 10 万円の一括給付とする補正予算について審査しました。

Q　�基金条例の整理に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について、関係する基金を統合される
が、基金設置当時の経過や目的、主旨をどのように認識しているのか。

A　�合併後 10年が経過し、複雑化する行政課題に対応するため、幅広く基金を活用していくことを
目的とした見直しであり、基金の目的や主旨は引き継いでいきます。

12／８、17、21　予算常任委員会（全議員）各分科会からの報告を受け、包括的に審査しました。

付言すべきとした事項

健康福祉分科会（委員８名）

12／15　総務教育分科会（委員８名）

12／13　産業建設分科会（委員８名）
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令和３年12月定例会／
９月定例会（閉会日）

各常任委員会に付託された議案 31件について審査しました。

　前号の議会だよりで審査経過をお知らせしました、令和３年９月定例会付託の議案１１２号市道の道路の廃止及
び認定について、委員会での審査内容と、議決結果をお知らせします。

各 常 任 委 員 会 報 告  委員会での審査内容の一部を紹介します

令和３年９月定例会　産業建設常任委員会報告　10/11

Q1 　�指定管理については、サービスの良い団

体が民間の力を生かして施設を有効活用

していただきたいと思うが、審査基準に

より、安定感を求める部分に加点がされ、

別の団体が選定されるケースもある。今

後、市民目線の新しい基準を考えていく

のか。

A　�民間の力を活用して市民のために施設を有効

活用できることが大切であります。一方で、

指定期間中しっかりと事業が運営できるかと

いうことも大事な要素であると考えています。

〇�市街化調整区域のうち、特例的に開発及び建築を認める区域から災害危険区域等を除くため、条例の一部

を改正する議案など、全９議案について慎重に審査しました。

〇�えきまち長浜株式会社の第２四半期（４～９月）の経営状況について、えきまち長浜株式会社の代表取締

役に参考人としてお越しいただき、説明を受けました。経営状況については、当委員会としても注視して

おり、定期的に説明を求めています。

意見　議案の説明に際し、当初からわかりやすい説明資料や議会側が求める資料を提出されたい。

Q1 　�市道一の宮東西２号線のうち、廃止予定の区間に公共の埋設物はないのか、埋設物がある場合、その

管理はどうするのか。

A　�公共の下水管が埋設しており、市の適切な指導のもと、申請者において維持管理していただきます。

Q1 　�過疎地域における固定資産税の課税免除

に関する条例を制定する議案第１２９号

について、市全体での減収はどのくらい

か。

A　�今回の免除申請は１年あたり約 30 件、600

万円程度を見込んでおります。課税免除は

3 年間受けられることから最大年度あたり

1,800 万円を想定しています。

　　 減収分の 75％は交付税で補填されますの

で、実質、市の影響額は 450 万円程度を見

込んでいます。

総務教育常任委員会　12／15

産業建設常任委員会　12／13

健康福祉常任委員会　12／14

番号 件名 付託先委員会

第 112号 市道の道路の廃止及び認定について 産業建設

●市長提出議案（10/20採決）

令和３年長浜市議会　９月定例会（10/20閉会日）議決結果表

〇全員一致で可決したもの
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12 月定例会では、18 人の議員が個人一般質問を行い
ました。

 個人一般質問（質問者順）　下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、５～13 ページに掲載しています。

〇藤井　登 議員  ①全国学力･学習状況調査の結果について　　②教育改革と働き方改革について

   ③アクティブラーニングについて　　④他人の考えを理解する力について

   ⑤がん教育の新たな課題について　　⑥変わる教育現場について

〇押谷與茂嗣 議員 ①財政調整基金の確保について　　②減債基金について　　③特定目的基金について

〇髙山　亨 議員  ①化学物質過敏症「香害」への対策について

   ②緊急を要する市民への対応について

〇柴田光男 議員  ①若者の政治意識向上の取り組みについて

   ②ＳＤＧｓ目標達成の取り組みについて

〇佐金利幸 議員  ①安全な通学路の施策について

○松本長治 議員  ①消防団のあり方について　　②今後の投票のあり方について

○丹生隆明 議員  ①余呉小中学校の管理について　　②遊休公共施設の現状と今後の対応策について

   ③田村駅の防犯対策について

○鬼頭明男 議員  ①長浜市住宅耐震改修計画について　　②小学生のランドセル等の重さについて

   ③スマートフォン等を持っていない人からの声について

〇鋒山紀子 議員  ①認知症施策の推進について　　②ＨＰＶワクチン積極的勧奨再開に向けて

〇中嶌康雄 議員  ①市民からの情報提供の取り扱いについて　　②制服採用について

   ③国土利用計画について　　④第２期長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略について

   ⑤令和３年度の組織機構改編について

� � � ⑥次期市長選挙に臨む決意と市政運営について

○浅見信夫 議員  ①財政運営と市民要求について

   ②第２次長浜市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）等について

   ③地域医療構想に係る重点支援区域について

○矢守昭男 議員  ①ヤングケアラー支援について　　②児童等の見守り強化事業について

〇斉藤佳伸 議員  ①コロナ禍米価大暴落について

   ②防災行政無線屋外拡声子局（屋外スピーカー)について

   ③衆議院議員選挙における公職選挙法違反ポスターについて

○轟　保幸 議員  ①長浜市過疎地域持続的発展計画について

   ②長浜消防署余呉出張所の廃止計画について

〇中川　勇 議員  ①大井川・鬼川流域における豪雨時の家屋等床下浸水不安の解消時期等について

   ②ＪＲダイヤ改正に伴う市の対応について

   ③高齢者等の行方不明者の対応について

   ④自治会・認可地縁団体等における選挙活動について

〇宮本　鉄也  ①長浜市の財政について

○竹本直隆 議員  ①旧高月中学校の跡地利用について　　②全国学力テストについて

○千田貞之 議員  ①コロナ禍における経済対策について　　②獣害対策補助について

市政を問う
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一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

生きたお金として
基金の活用を！

問　

特
定
目
的
基
金
の
取

り
崩
し
、
繰
り
入
れ
に
あ

た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
計

画
の
も
と
で
実
施
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　

特
定
目
的
基
金
の
活

用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
元
年
７
月
に
策
定
し
た

財
政
計
画
に
お
い
て
、
繰

り
入
れ
の
基
本
的
な
考
え

方
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

各
事
業
の
財
源
の
一
つ

と
し
て
、
財
政
計
画
に

沿
っ
て
活
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
基
金
あ
り

き
で
事
業
を
実
施
す
る
も

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問　

特
定
目
的
基
金
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
各
部
局

が
大
き
く
関
係
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

庁
内
協
議
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
単
な
る
財

源
調
整
の
た
め
に
な
っ
て

い
な
い
か
。

答　

基
金
は
、
あ
く
ま
で

も
財
源
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
実
施
す
る
事
業
の
熟

度
や
必
要
性
が
関
係
部
局

と
の
議
論
の
中
心
で
す
。

特
定
目
的
基
金
に
よ
り
、

事
業
を
担
保
す
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
、
単
に
財

源
調
整
と
し
て
活
用
し
て

い
る
も
の
で
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

問　

特
定
目
的
基
金
の
活

用
方
策
に
つ
い
て
、
市
民

か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど
、

オ
ー
プ
ン
な
基
金
活
用
を

さ
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

市
民
か
ら
の
意
見
聴

取
は
、
事
業
の
政
策
立
案

の
過
程
に
お
い
て
、
様
々

な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の

で
あ
り
、
財
源
の
一
つ
で

あ
る
基
金
の
活
用
を
主
と

し
た
意
見
聴
取
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

押
谷
與
茂
嗣
　
議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

問　

労
働
時
間
の
削
減
、

新
た
な
教
育
体
系
の
整
備

と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、

教
員
に
は
こ
れ
ま
で
に
な

い
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
え

る
。
時
間
の
制
約
が
厳
し

く
な
る
一
方
で
従
来
通
り

の
授
業
体
系
に
加
え
て
、

点
数
や
偏
差
値
で
は
測
る

こ
と
の
で
き
な
い
、
い
わ

ゆ
る
「
非
認
知
能
力
」
の

養
成
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
教
員
の
一
人
ひ
と
り

に
大
き
な
負
荷
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
教
育
改
革
と
働
き

方
改
革
、
こ
の
相
反
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
ど
の
よ

う
に
両
立
さ
せ
て
い
く
の

か
。

答　

教
育
は
、
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
教
員
の
負

担
も
懸
念
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
働
き
方

改
革
に
関
し
ま
し
て
は
、

教
職
員
の
事
務
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
よ
う
な
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
を
本
年
度

か
ら
市
内
の
小
中
学
校
に

導
入
い
た
し
ま
し
た
。
次

年
度
か
ら
就
学
前
に
も
取

り
入
れ
、
事
務
量
の
軽
減

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
働
き
方
改
革

は
、
あ
く
ま
で
も
子
ど
も

の
教
育
を
中
心
に
据
え
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
お
き
、
よ
り
一
層
子
ど

も
に
と
っ
て
有
効
で
有
益

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

教育のこと、みんなで
考えましょう。

藤
井
　
登
　
議
員

（
恵
風
会
）

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

計
画
的
か
つ
オ
ー
プ
ン
な

基
金
の
活
用
に
つ
い
て

教
育
改
革
と
働
き
方
改
革
を

い
か
に
両
立
さ
せ
る
か
を
問
う
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一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

ＳＤＧｓ達成のため
条例策定を

問　

国
連
で
採
択
さ
れ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
む
け

て
、
長
浜
市
が
「
環
境
に

配
慮
し
た
循
環
型
社
会
の

実
現
」
と
、「
全
て
の
子

ど
も
が
質
の
高
い
教
育
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
教

育
環
境
等
の
実
現
」
に
取

り
組
む
た
め
に
は
、
市
民

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で

あ
る
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
条
例
」
の

制
定
に
よ
り
、
市
民
に
協

力
い
た
だ
け
る
と
思
う

が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

各
部
局
に
お
け
る
全

て
の
施
策
に
つ
い
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
市
民
、
事
業
者

に
よ
り
、
長
浜
で
環
境
経

済
に
関
す
る
政
策
提
言
等

を
目
的
と
し
て
立
ち
上
げ

ら
れ
た
「
湖
北
環
境
経
済

協
議
会
」
と
共
に
ベ
ス
ト

な
循
環
型
社
会
と
は
何
か

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
て
個
の
習
熟
度

に
応
じ
た
学
習
や
、
子
ど

も
の
考
え
を
可
視
化
し
、

瞬
時
に
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
る
全
員
参
加
型
授
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
条
例
に
つ
い

て
、
ま
ず
は
、
市
民
意
識

の
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

柴
田
　
光
男
　
議
員

（
新
し
い
風
）

５省庁共同による香害問題への啓発ポスター

香害へのご理解と
ご協力を

問　
「
香
害
」
と
も
い
わ

れ
る
「
化
学
物
質
過
敏
症
」

の
被
害
者
が
急
増
し
て
い

る
。
人
工
の
香
料
（
特
に

柔
軟
剤
）
等
で
、
頭
痛
や

吐
き
気
で
体
調
を
崩
し
、

仕
事
が
続
け
ら
れ
な
い
な

ど
深
刻
化
し
て
い
る
。
全

国
で
は
子
ど
も
の
被
害
も

増
加
し
て
お
り
、
人
体
に

有
害
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
２
０
０
９
年
に

厚
生
労
働
省
が
病
名
登
録

を
し
て
以
降
、
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
お
り
、
実
態

を
把
握
し
、
相
談
体
制
も

整
え
る
な
ど
の
対
策
を
求

め
た
い
が
ど
う
か
。

答　

こ
の
よ
う
な
健
康
被

害
に
苦
し
む
方
が
一
定
数

お
ら
れ
る
と
推
察
し
て
お

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
発

症
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
や
、
周
囲
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
悩
む
方
も
お
ら
れ

る
状
況
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
未
解
明
な
部

分
が
多
い
疾
患
で
す
が
、

こ
の
問
題
へ
の
理
解
を
す

す
め
、
公
共
の
場
な
ど
人

が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
は
、

香
料
の
使
用
を
控
え
る
等

の
注
意
喚
起
や
啓
発
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
学
校
で
も
、
児
童
生

徒
や
保
護
者
の
理
解
が
深

ま
る
よ
う
に
、
様
々
な
機

会
を
通
じ
た
啓
発
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

髙
山
　
亨
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ※１
達
成
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

「
香こ
う
害が
い
」
被
害
者
へ
の
対
策
を

語句の説明
※１　ＳＤＧｓ（Ｓｕｓｔａｉｎａｂ
ｌｅ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｇｏａ
ｌｓ：持続可能な開発目標）
とは、世界中にある環境問
題、差別、貧困といった課
題を2030年までに、世界
のみんなで解決していこう
という計画・目標のことで
す。17の目標と１６９のター
ゲットで構成されています。
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一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

問　

南
郷
里
小
学
校
の
正

門
前
を
東
西
に
走
る
道
路

は
、
毎
日
何
百
人
も
の
児

童
が
通
学
路
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。
こ
の
道
路
の

歩
道
は
、
ひ
と
続
き
で
な

い
た
め
、
児
童
た
ち
は
、

道
路
の
横
断
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
車
の
速
度

も
速
く
、
信
号
機
も
な
く
、

大
変
危
険
で
あ
り
、
早
く

な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と

の
保
護
者
の
声
や
、
地
元

地
域
づ
く
り
協
議
会
か
ら

要
望
も
あ
る
が
、
歩
道
整

備
の
遅
れ
を
問
う
。

答　

市
道
堀
部
南
田
附

線
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
長
浜
市
道
路
整
備
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
、
整
備
時
期
を
概

ね
５
年
以
内
に
着
手
、
ま

た
は
、
完
了
す
る
路
線
に

位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
、

道
路
管
理
者
、
警
察
署
等

の
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ

る
長
浜
市
通
学
路
交
通
安

全
対
策
連
絡
会
で
策
定
し

た
「
長
浜
市
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お

い
て
も
歩
道
拡
幅
等
の
対

策
が
必
要
な
路
線
と
し
て

既
に
位
置
付
け
て
お
り
ま

す
。
南
郷
里
地
域
づ
く
り

協
議
会
等
の
ご
意
見
も
お

聞
き
し
な
が
ら
、
出
来
る

限
り
早
い
段
階
で
、
測
量
、

設
計
等
に
着
手
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

南郷里小学校前の危険な横断歩道

早急に通学路の
整備を

佐
金
　
利
幸
　
議
員

（
新
し
い
風
）

地域の状況に
合わせた対応が必要！

問　

常
備
消
防
署
に
近

い
市
街
地
や
、
高
齢
化
の

進
む
中
山
間
地
域
、
降
雪

量
な
ど
、
市
内
地
域
の
状

況
は
様
々
で
あ
る
。
地
域

密
着
、
地
域
愛
護
の
精
神

で
活
動
さ
れ
て
い
る
消
防

団
だ
が
、
組
織
や
環
境
は

そ
れ
ぞ
れ
違
い
、
分
団

に
よ
っ
て
必
要
と
す
る
資

機
材
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
当
然
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
可
搬
式
小

型
動
力
ポ
ン
プ
は
、
中
山

間
地
の
よ
う
に
道
路
が
狭

く
、
特
に
自
然
水
利
を
水

源
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る

場
合
、
と
て
も
有
効
な
機

材
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化

に
関
す
る
法
律
の
中
に

も
、
必
要
な
資
機
材
の
確

保
等
に
関
す
る
市
町
村
の

努
力
義
務
が
書
か
れ
て
い

る
。
あ
ら
た
め
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
団
の
状
況
に

よ
っ
て
、
必
要
な
資
機
材

の
配
備
・
活
用
が
さ
れ
て

い
く
の
か
問
う
。

答　

消
防
団
に
配
備
す
る

資
機
材
に
つ
い
て
は
、
消

防
団
と
協
議
し
た
う
え
で

決
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
、
分
団

相
互
の
応
援
活
動
が
発
生

し
た
際
に
、
す
べ
て
の
団

員
が
十
分
な
操
作
が
行
え

る
よ
う
、
統
一
し
た
仕
様

の
も
の
を
配
備
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

松
本
　
長
治
　
議
員

（
恵
風
会
）

南郷里小学校

南郷里幼稚園

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

安
全
な
通
学
路
と
し
て
改
善
を

消
防
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

問　

本
市
は
、
昭
和
56
年

以
前
の
木
造
住
宅
耐
震
化

に
向
け
て
、
補
助
金
の
増

額
や
無
料
診
断
を
行
っ
て

い
る
が
、
耐
震
化
が
必
要

な
建
物
の
所
有
者
は
金
銭

面
も
含
め
悩
ん
で
い
る
の

が
現
状
で
も
あ
る
。
現
状

と
今
後
の
課
題
等
に
つ
い

て
問
う
。

答　

本
市
の
木
造
住
宅

耐
震
改
修
等
補
助
事
業

は
、
平
成
17
年
か
ら
行
っ

て
お
り
、
基
本
上
限
額
に

つ
い
て
は
当
初
の
50
万
円

か
ら
82
．
２
万
円
に
、
更

に
今
年
度
１
２
０
万
円
に

引
き
上
げ
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
割
増
事
業

の
追
加
及
び
安
価
な
耐
震

補
強
方
法
が
採
用
で
き

る
よ
う
見
直
し
を
す
る
な

ど
、
金
銭
面
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和

56
年
以
前
の
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
は
、
所
有
者
に

と
っ
て
多
額
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
や
、
所
有
者
の

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
あ

ま
り
進
ん
で
い
な
い
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
所
有
者
に
対

し
、
広
報
な
が
は
ま
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ

り
耐
震
化
の
必
要
性
に
つ

い
て
啓
発
し
て
ま
い
り
ま

す
。

昭和 56年以前の木造住宅の
耐震化啓発と課題解決を！

鬼
頭
　
明
男
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

危険な除草作業を伴う急斜面（余呉小中学校）

問　

余
呉
小
中
学
校
の
除

草
作
業
に
つ
い
て
、
草
刈

り
機
を
使
用
し
た
急
傾
斜

地
の
作
業
は
危
険
性
が
高

い
と
、
保
護
者
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
当
局
の
見

解
を
問
う
。

答　

余
呉
小
中
学
校
の
除

草
作
業
に
保
護
者
・
地
域

の
皆
様
が
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
ご
厚
意
に
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

各
学
校
の
校
地
内
の
除

草
作
業
の
実
施
に
関
し
ま

し
て
は
、
基
本
的
に
各
校

に
委
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
ご
指
摘
の
余
呉
小

中
学
校
の
急
傾
斜
地
な

ど
、
危
険
を
伴
う
恐
れ
が

あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

他
の
学
校
を
含
め
、
現
状

を
確
認
の
う
え
、
専
門
の

業
者
に
委
託
す
る
な
ど
の

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
選
択
と
集
中
に

よ
り
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
学
校

関
係
者
や
地
域
の
お
力
添

え
も
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

丹
生
　
隆
明
　
議
員

（
新
し
い
風
）

危険な作業は
専門業者に委託を

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
補
助
事
業
と

今
後
の
課
題

小
中
学
校
の
急
傾
斜
地
の
除

草
作
業
に
つ
い
て
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一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

問　

市
民
か
ら
市
政
に
対

す
る
意
見
や
情
報
提
供
等

の
方
法
は
、
広
報
な
が
は

ま
で
募
集
し
て
い
る
市
民

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ご

意
見
箱
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
利
用
者
か
ら
の
声
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
市
民
の
声
は
一
方
通

行
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で

良
い
と
思
わ
れ
て
い
る
の

か
。
横
浜
市
の
取
り
組
み

を
含
め
て
市
の
カ
イ
ゼ
ン

を
求
め
る
。

答　

市
民
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
意
見
へ
の
対
応

は
、
連
絡
先
の
記
載
が
あ

る
場
合
、
原
則
５
営
業
日

以
内
を
目
安
と
し
て
回
答

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
県
内
他
市
町
と
比

較
し
ま
し
て
も
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
た
対
応
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

横浜市の例。市民の声に関する取扱要綱が定めら
れており、明確な回答の流れが示されている

中
嶌
　
康
雄
　
議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

あたたかな
長寿福祉のまちを

問　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
、
見

守
り
シ
ー
ル
の
活
用
状
況

と
、
今
後
、
改
善
を
検
討

さ
れ
る
の
か
見
解
を
問
う

答　

カ
ー
ド
や
シ
ー
ル

を
高
齢
者
が
持
っ
て
い
な

か
っ
た
り
、
周
囲
の
人
が

カ
ー
ド
等
に
気
づ
け
な
い

場
合
、
必
要
な
支
援
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
が
、
自
主
的
、
日
常

的
に
身
に
着
け
て
い
た
だ

け
る
工
夫
や
、
カ
ー
ド
や

シ
ー
ル
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
る
な
ど
検
討
し
、
地

域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

認
知
症
高
齢
者
等
個

人
賠
償
保
険
に
つ
い
て
現

在
の
検
討
状
況
を
問
う

答　

認
知
症
の
あ
る
人

が
、
偶
発
的
な
事
故
に
よ

り
第
三
者
に
対
し
て
法
律

上
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
っ
た
場
合
に
、
こ
れ
を

保
障
す
る
の
が
個
人
賠
償

保
険
で
す
。
今
後
、
認
知

症
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
う
え
で
も
、
な

る
べ
く
早
く
、
こ
の
保
険

を
導
入
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

鋒
山
　
紀
子
　
議
員

（
公
明
党
）

①�ご意見等 ②�対応依頼

④�公表

※�担当部署が
�　一つの場合
③�直接回答・対応

※��担当部署が複数
にまたがる場合

③�回答案作成
③′ とりまとめて
回答発送

受
付
部
署

お
住
ま
い
の
区
の
区
役
所
区
政
推
進
課

（
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
市
民
局
広
聴
相
談
課
）

市
民
の
皆
様

担
当
部
署

本
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
市
民
の
声
」の
公
式
ペ
ー
ジ
へ

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

市
民
か
ら
の
情
報
提
供
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

認
知
症
施
策
の
推
進
は
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一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

セフィロト病院長浜赤十字病院

「コロナ禍での病床削減は
大きな痛手」

問　

令
和
２
年
１
月
、
国

の
重
点
支
援
区
域
に
湖
北

区
域
が
選
定
さ
れ
た
。
湖

北
圏
域
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
の
自
主
的
な
議
論

を
尊
重
し
、
国
は
技
術
的
・

財
政
的
支
援
を
行
う
と
し

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
り
、
高
度
急
性
期
・
急

性
期
病
床
の
削
減
に
つ
い

て
は
、
地
域
医
療
を
守
る

立
場
か
ら
、
全
国
市
長
会

な
ど
か
ら
も
懸
念
の
声
が

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
財

源
も
、
消
費
税
増
税
分
の

基
金
か
ら
行
う
と
し
て
い

る
。
市
長
は
選
定
時
に「
地

域
医
療
の
確
保
に
全
力
で

取
り
組
む
」「
湖
北
病
院

の
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院

と
し
て
の
役
割
を
強
く
求

め
て
い
く
」
と
コ
メ
ン
ト

さ
れ
た
が
、
地
域
医
療
は

大
丈
夫
な
の
か
、
現
在
の

支
援
状
況
を
問
う
。

答　

市
内
４
病
院
の
機
能

分
担
と
再
編
に
つ
い
て
の

合
意
を
得
て
、
重
点
支
援

区
域
の
選
定
を
受
け
ま
し

た
。
県
と
連
携
し
必
ず
や

り
遂
げ
る
決
意
で
、
地
域

医
療
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
調
整
会
議
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
令
和

２
年
３
月
以
降
開
催
さ
れ

て
お
ら
ず
、
国
か
ら
の
支

援
は
受
け
て
い
な
い
状
況

で
す
。

浅
見
　
信
夫
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

を
取
り
巻
く
環
境
や
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
全
国

各
地
で
支
援
の
動
き
が
始

ま
っ
て
い
る
。
施
策
の
観

点
か
ら
福
祉
部
門
が
支
援

を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
が
、
教
育
委
員
会

も
関
係
す
る
必
要
が
あ

り
、
様
々
な
課
題
や
対
応

に
は
、
行
政
の
縦
割
り
を

超
え
た
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
第
３
期

長
浜
市
地
域
福
祉
計
画
で

は
「
多
様
性
を
尊
重
し
地

域
の
絆
で
、
育
み
支
え
合

い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
長
浜
」
を
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
子
ど
も
達
へ
の
支
援
に

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

長
浜
市
民
国
際
交
流
協
会

等
と
連
携
を
深
め
る
必
要

が
あ
る
が
、
具
体
的
な
支

援
を
問
う
。

答　

福
祉
、
介
護
、
医
療
、

教
育
等
の
様
々
な
分
野
が

連
携
し
潜
在
し
て
い
る
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期
に

発
見
し
、
適
切
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
負
担
を
軽

減
し
、
ま
た
解
消
す
る
た

め
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

家
庭
全
体
を
支
援
す
る
視

点
を
持
ち
、
状
況
に
応
じ

た
支
援
を
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
も
支
援
チ
ー
ム
に
加

え
、
必
要
に
応
じ
て
他
機

関
の
協
力
を
得
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
子
育
て
支
援

課
、
家
庭
児
童
相
談
室
を

窓
口
に
し
て
、
ケ
ー
ス
に

よ
り
福
祉
や
他
の
関
係
機

関
と
十
分
な
連
携
を
取
り

ま
す
。 ヤングケアラーの

実態調査を！

矢
守
　
昭
男
　
議
員

（
恵
風
会
）

長浜市立湖北病院市立長浜病院

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

「
重
点
支
援
区
域
」
で

地
域
医
療
は
良
く
な
る
の
か

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を
！
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一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

問　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政

推
進
緊
急
全
国
大
会
で
、

滋
賀
県
農
政
連
盟
会
長

が
「
急
激
な
米
価
下
落
で
、

集
落
営
農
の
解
散
が
一
気

に
進
ん
で
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
」
と
発
言
さ
れ
た
。

　

日
本
共
産
党
長
浜
市
議

団
が
調
査
し
た
集
落
営
農

組
織
で
も
、
口
を
揃
え
て

数
百
万
円
の
減
収
を
訴
え

ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
米
価

下
落
の
影
響
の
大
き
い
大

規
模
農
業
経
営
者
と
集
落

営
農
組
織
に
対
し
て
、
米

の
大
暴
落
に
よ
る
影
響
調

査
と
対
策
に
つ
い
て
市
に

求
め
た
が
、
そ
の
回
答
を

問
う
。

答　

今
年
度
の
よ
う
に
米

価
の
下
落
に
伴
い
農
業
経

営
に
影
響
を
受
け
て
い
る

農
業
者
へ
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
国
に
お
い
て
し
っ

か
り
と
対
応
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
こ
れ
に
係
る
調

査
に
つ
い
て
も
、
国
に
お

い
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
ま

す
。
な
お
、
本
市
で
は
、

Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関
か

ら
の
情
報
収
集
や
、
農
業

委
員
会
が
実
施
さ
れ
て
い

る
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基

づ
く
意
見
書
を
踏
ま
え
、

米
価
の
暴
落
な
ど
農
家
の

収
入
減
少
に
よ
り
、
農
業

経
営
に
大
き
な
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
「
農
業
者
収

入
保
険
加
入
促
進
事
業
」

な
ど
、
市
と
し
て
実
施
す

べ
き
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

農家を苦しめる政策が
続けば、集落は崩壊

斉
藤
　
佳
伸
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

伝統的建物群の集落

問　
「
新
過
疎
法
」
で
は
、

従
来
の
余
呉
町
に
加
え
、

西
浅
井
町
・
木
之
本
町
・

旧
虎
姫
町
が
、
過
疎
地
域

の
指
定
を
受
け
た
が
、
改

め
て
過
疎
地
域
に
対
す
る

市
の
思
い
を
問
う
。

答　

過
疎
地
域
に
該
当

し
た
地
域
は
、
都
市
圏
か

ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
に
優

れ
、
自
然
、
歴
史
文
化
が

豊
か
で
人
が
密
集
せ
ず
、

生
活
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら

れ
る
非
常
に
魅
力
あ
る
地

域
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
魅
力

や
貴
重
な
地
域
資
源
を
磨

き
上
げ
、
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
市
内
外
で
共
有
す
る

と
共
に
地
域
の
価
値
を
高

め
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦

し
、
地
域
に
誇
り
を
感
じ

て
も
ら
え
る
取
り
組
み

や
、
関
係
人
口
を
増
や
す

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
過
疎
地
域
へ
の

移
住
者
の
増
加
や
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
利
用
し
た
働

き
方
へ
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
お
り
、
余
呉
町
で
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

開
設
準
備
や
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
、
副
業
で
長
浜
で

働
く
人
が
増
え
る
な
ど
、

都
市
部
か
ら
の
人
の
流
れ

が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
過
疎
地
域
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
動

き
を
好
機
と
と
ら
え
、
住

む
人
が
こ
れ
か
ら
も
幸
せ

を
感
じ
て
過
ご
せ
る
地
域

づ
く
り
が
実
現
で
き
る
よ

う
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
み
ま
す
。

地域資源を生かして
活性化を

轟
　
保
幸
　
議
員

（
恵
風
会
）

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

コ
ロ
ナ
禍
米
価
大
暴
落

影
響
調
査
と
対
策
を

「
長
浜
市
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
」
を
問
う
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一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

問　

ア
メ
リ
カ
の
事
例
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地

方
経
済
活
性
化
の
た
め
、

日
本
の
日
銀
に
あ
た
る
Ｆ※
１

Ｒ
Ｂ
が
地
方
債
の
買
取
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
事

実
上
、
地
方
自
治
体
に
通※
２

貨
発
行
権
を
持
た
せ
る
政

策
で
あ
る
。
日
本
で
は
事

例
は
な
い
が
、
財
源
確
保

の
た
め
に
、
日
銀
に
よ
る

市
債
買
い
取
り
に
つ
い

て
、
長
浜
市
か
ら
日
銀
に

働
き
か
け
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
当
局
の

見
解
を
問
う
。

答　

日
本
の
財
政
制
度

上
、
地
方
自
治
体
は
通
貨

発
行
権
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
し
、
単
に
赤
字

を
補
填
す
る
た
め
の
地
方

債
の
発
行
は
認
め
ら
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し

て
、
日
銀
へ
の
働
き
か
け

を
行
う
よ
り
は
、
通
貨
発

行
権
を
持
つ
国
に
対
し
、

地
方
交
付
税
や
補
助
金
等

の
財
源
を
し
っ
か
り
確
保

し
て
頂
け
る
よ
う
、
つ
ま

り
発
行
済
の
通
貨
を
市
に

い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
強
く
要
望
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
議
員
の
皆
様
の

お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

財源は税金ではなく、
通貨発行権で！

宮
本
　
鉄
也
　
議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

日本銀行本店

問　

令
和
３
年
10
月
か
ら

の
ダ
イ
ヤ
減
便
に
伴
う
影

響
を
問
う
。

答　

観
光
誘
客
や
大
学
生

の
通
学
に
一
部
影
響
が
出

て
い
る
と
の
意
見
を
聞
い

て
い
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
改
正

は
令
和
４
年
３
月
の
改
正

を
前
倒
し
で
行
っ
た
と
の

説
明
で
す
。
こ
れ
以
上
の

減
便
は
阻
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

令
和
３
年
10
月
の
ダ

イ
ヤ
改
正
で
は
、「
利
用

状
況
に
合
わ
せ
て
電
車
運

行
を
見
直
す
」
と
の
方
針

が
示
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
と
の

交
渉
で
は
、
利
用
状
況
に

つ
い
て
、
乗
降
客
数
対
策

等
の
市
独
自
の
取
り
組
み

も
問
わ
れ
る
が
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
問
う
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

大
き
く
減
少
し
た
定
期
外

利
用(

旅
行
利
用)

を
い

ち
早
く
回
復
さ
せ
る
取
り

組
み
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
か
ら
も「
湖

北
地
域
の
自
然
や
歴
史
文

化
と
い
っ
た
豊
か
な
地
域

資
源
を
生
か
し
た
観
光
誘

客
に
期
待
し
て
お
り
、
地

域
の
魅
力
向
上
に
関
す
る

取
り
組
み
に
積
極
的
に
協

力
す
る
」
と
の
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
田
村
駅
駐
車
場

の
料
金
引
き
下
げ
等
前
向

き
に
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
広
域
周

遊
観
光
や
鉄
道
利
用
促
進

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

人口減少に歯止めをかける
ため全市的取り組みを！

10 時から 15時台に 10本減便となっている
(ＪＲ田村駅 )

中
川
　
勇
　
議
員

（
新
し
い
風
）

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

抜
本
的
な
財
源
確
保
を
！

Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う

市
の
対
応
は

語句の説明
※１　ＦＲＢ
米連邦準備制度理事会（Federal�Reserve�
Board）の略称で、ＦＲＢは日本銀行と同
じように、独立した政府機関であると同時
に、国民と議会に対して説明責任を負って
います。
※２　通貨発行権
日本政府（財務省）には、硬貨の発行権は
ありますが、紙幣の発行権はありません。
紙幣の発行権は、日本銀行のみにあります。
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一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

問　

令
和
３
年
６
月
に
行

わ
れ
た
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

獣
害
対
策
研
修
会
に
数
多

く
の
自
治
会
が
参
加
さ
れ

た
。

　

そ
の
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
追
い
払
い
効
果
に

期
待
し
、
導
入
を
希
望
も

し
く
は
検
討
し
た
い
自
治

会
が
多
く
あ
っ
た
。

　

獣
害
は
、
山
間
部
の
み

な
ら
ず
住
宅
地
で
も
被
害

が
見
受
け
ら
れ
、
年
々
増

加
、
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
安
全
安
心
に

被
害
軽
減
に
役
立
つ
、
ド

ロ
ー
ン
導
入
希
望
の
自
治

会
の
た
め
の
支
援
策
は
あ

る
の
か
問
う
。

答　

獣
害
対
策
研
修
会
に

は
多
く
の
自
治
会
の
参
加

が
あ
り
、
導
入
に
つ
い
て

も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
ド
ロ
ー
ン
導
入
支
援

の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
追
い
払

い
の
モ
デ
ル
地
区
を
選
定

し
、
実
証
実
験
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

更
に
、
こ
の
結
果
を
も

と
に
、
効
果
や
地
域
か
ら

の
ニ
ー
ズ
の
検
証
を
行

い
、
自
治
会
へ
の
支
援
制

度
な
ど
に
つ
い
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

研修会でドローンの操作方法を学ぶ

早急に
補助対策を！

千
田
　
貞
之
　
議
員

（
恵
風
会
）

　

旧
高
月
中
学
校
の
跡
地

に
つ
い
て
は
、
過
去
、
検

討
委
員
会
で
利
活
用
や
処

分
に
つ
い
て
何
度
も
協
議

さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
総

合
政
策
部
長
か
ら
は
、
地

域
づ
く
り
協
議
会
と
検
討

し
な
が
ら
、
地
元
か
ら
の

提
案
も
お
願
い
し
つ
つ
、

調
査
研
究
し
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
未
だ

放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

問　

相
続
人
の
判
明
し
な

い
土
地
に
つ
い
て
解
決
し

た
の
か
。

答　

面
積
13
㎡
の
土
地
に

49
人
の
相
続
人
が
お
ら
れ

ま
す
。
相
続
人
に
市
へ
の

寄
付
を
お
願
い
し
、
所
有

権
移
転
手
続
き
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問　

文
化
財
の
遺
跡
区
域

の
対
応
は
。

答　

グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
も

試
掘
調
査
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問　

石
炭
ガ
ラ
な
ど
の
産

業
廃
棄
物
の
処
分
は
さ
れ

た
の
か
。

答　

範
囲
を
特
定
し
て
、

か
か
る
経
費
、
開
発
の
可

否
も
含
め
て
判
断
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

民
間
開
発
業
者
と
は

接
触
し
て
い
る
の
か
。

答　

文
化
財
発
掘
調
査
や

石
炭
ガ
ラ
の
処
分
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、
具
体
的
な

交
渉
に
入
る
段
階
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

問　

公
用
地
削
減
の
観
点

か
ら
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対

応
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

答　

地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
も
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が

必
要
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

10 年間も放置！
維持管理の費用はばかに
なりません。

旧高月中学校の跡地

竹
本
　
直
隆
　
議
員

（
新
し
い
風
）

個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

獣
害
対
策
補
助
に

追
い
払
い
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
を
！

旧
高
月
中
学
校
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
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・�写真に団体名と、活動内容の紹介等コメント（60文字程度）を添え、データを市議会事務局（gikai@
city.nagahama.lg.jp）へ３月１日までに送信ください。５月１日発行号（予定）に掲載します。

〈注意事項〉未発表のもので、被写体（人物・建物等）の肖像権や撮影対象関係者の承諾を得たものに限ります。

応募作品の公開によるトラブルが生じた場合、応募者の責任及び負担において、その一切を解決するものと

します。営利目的、宗教活動、政治活動、また反社会的団体に関する作品は応募できません。採用は、議会

だよりにふさわしいものを市議会広報広聴委員会で決定し、著作権は長浜市に帰属します。応募に係る一切

の費用は応募者でご負担ください。

市内で元気に活動中の市民活動団体の皆さん

議会だより表紙を飾りませんか

産業建設常任委員会から市長へ提言書を提出
～観光・商業振興施策の充実に向けた提言～ 12/21

提言内容の要旨
・観光振興施策の充実に向けた提言
　長浜観光協会と連携し、観光資源・歴史遺産を活用したツアーの創設
　本市の偉人の魅力を活用した観光施策の検討
　周辺市町、観光協会等の関係団体等との連携の強化
・商業振興施策の充実に向けた提言
　�キャッシュレス決済が活用できない方への支援策として、プレミアム付商品券の販売などの
検討

　市議会では、議会基本条例により政策討論を
実施することとしており、令和元年７月には政
策討論及び政策提言を実施するための要領を定
めています。
　産業建設常任委員会では、要領の規定に基づ
き、長浜市の現状や課題、現在の取り組み等を
執行部から聞き取り調査し、委員間での討論を
経て、観光・商業振興施策の充実に向けた提言
書として取りまとめ、令和３年 12 月 21 日に
市長へ提出しました。

「フードバンクながはま」

　市民の皆様や企業様からご寄付いただいた食品等を、生活困窮者さんや

ひとり暮らしの学生の皆さんにお渡しする活動をしています。

 今号の表紙
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※ 表内の「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席を表します。　※ 議長の草野豊議員は採決に加わりません。

令和３年12月定例会議決結果表

番号 件　　　名

付
託
先
委
員
会

会派

議員

議決結果

恵風会 新しい風 日本共産党 新政クラブ
公
明
党

無会派

伊
藤
喜
久
雄

千
田
　
貞
之

多
賀
　
修
平

轟
　
　
保
幸

藤
井
　
　
登

松
本
　
長
治

矢
守
　
昭
男

中
川
　
　
勇

佐
金
　
利
幸

柴
田
　
光
男

竹
本
　
直
隆

丹
生
　
隆
明

浅
見
　
信
夫

鬼
頭
　
明
男

斉
藤
　
佳
伸

髙
山
　
　
亨

押
谷
與
茂
嗣

宮
本
　
鉄
也

中
嶌
　
康
雄

吉
田
　
　
豊

鋒
山
　
紀
子

草
野
　
　
豊

西
尾
　
孝
之

山
﨑
　
正
直

○市長提出議案（12/21採決）

第128号 長浜市基金の整理に伴う関係条例の整備に関
する条例の制定について

予
算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 - 欠 〇

●賛否の分かれた議案等

●全員一致で可決したもの
○市長提出議案（12/8採決）

番号 件名 付託先委員会

第 160号 令和３年度長浜市一般会計補正予算（第９号） 予算

○市長提出議案（12/21採決）
番号 件名 付託先委員会

第 122号 令和３年度長浜市一般会計補正予算（第８号）

予算

第 123号 令和３年度長浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

第 124号 令和３年度長浜市病院事業会計補正予算（第２号）

第 125号 令和３年度長浜市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

第 126号 長浜市公共施設等総合管理基金条例の制定について

第 127号 長浜市環境と社会経済の好循環創造基金条例の制定について

第 129号 長浜市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の制定について 健康福祉

第 130号 長浜市職員退職手当条例の一部改正について 総務教育

第 131号 長浜市手数料条例の一部改正について 産業建設

第 132号 長浜市国民健康保険条例の一部改正について
健康福祉

第 133号 長浜市福祉ステーション条例の一部改正について

第 134号 長浜市勤労者福祉施設条例の一部改正について

産業建設第 135号 長浜市農業集落排水処理施設条例の一部改正について

第 136号 長浜市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部改正について

第 137号 長浜市過疎地域持続的発展計画の策定について 総務教育

第 138号 高月福祉ステーションの指定管理者の指定について
健康福祉

第 139号 木之本福祉ステーションの指定管理者の指定について

第 140号 長浜市曳山博物館の指定管理者の指定について

総務教育
第 141号 小谷城戦国歴史資料館の指定管理者の指定について

第 142号 木之本スポーツ広場の指定管理者の指定について

第 143号 大見いこいの広場の指定管理者の指定について

第 144号 長浜バイオインキュベーションセンターの指定管理者の指定について
産業建設

第 145号 長浜勤労者総合福祉センターの指定管理者の指定について

第 146号 田根まちづくりセンターの指定管理者の指定について

総務教育

第 147号 びわまちづくりセンター等の指定管理者の指定について

第 148号 北郷里まちづくりセンター等の指定管理者の指定について

第 149号 神田まちづくりセンターの指定管理者の指定について

第 150号 六荘まちづくりセンターの指定管理者の指定について

第 151号 余呉まちづくりセンター等の指定管理者の指定について

第 152号 西浅井まちづくりセンター等の指定管理者の指定について

第 153号 慶雲館の指定管理者の指定について 産業建設

第 154号 長浜市地域福祉センターの指定管理者の指定について 健康福祉

第 155号 長浜文化芸術会館及び浅井文化ホールの指定管理者の指定について

総務教育第 156号 木之本スティックホールの指定管理者の指定について

第 157号 財産の譲渡について

第 158号 財産の譲渡について
産業建設

第 159号 財産の処分について

第 161号 令和３年度長浜市一般会計補正予算（第 10号） 予算
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２月17日(木)�定例常任委員会

� 　　��10時～産業建設常任委員会

� 　　��13時～健康福祉常任委員会

� 　　��15時～総務教育常任委員会

３月�８日(火)�３月定例会開会日

３月14日(月)�代表一般質問

３月15日(火)�個人一般質問

３月16日(水)�個人一般質問

３月17日(木)�産業建設常任委員会、予算分科会

３月18日(金)�健康福祉常任委員会、予算分科会

３月22日(火)�総務教育常任委員会、予算分科会

３月24日(木)�予算常任委員会

３月28日(月)�３月定例会閉会日

�※�（日程は変更される場合があります。）この他にも随時、議会運営委員会等が開催されます。
　 詳しくはホームページまたは議会事務局でご確認ください。

 今後の会議予定（２月１日以降）
�

市
議
会
の
詳
し

い
情
報
は
こ
ち

ら
か
ら
⬅

一般質問の録画映像
が簡単に見られます！
一般質問のページに、録画
映像が見られるQRコー
ドを議員ごとに掲載してい
ます。ぜひご覧ください。

�

■
梅
の
つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
、
春
の
訪

れ
が
待
ち
遠
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

�

■
感
染
力
が
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
感
染
者
数
の
急
激
な
増
加
が
続
い
て

い
ま
す
。
医
療
従
事
者
の
皆
様
を
始
め
、
感
染

症
対
策
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に

感
謝
し
ま
す
。
今
は
一
年
で
最
も
寒
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
し
、
体
調
管
理
や
感
染
防
止
対
策

を
万
全
に
し
て
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

■
さ
て
、
市
議
会
で
は
、
初
の
取
り
組
み
と
し

ま
し
て
、
１
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
長
浜
市
の
将
来
を
担
っ

て
い
た
だ
く
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意

見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
意
見
交
換
会

の
様
子
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

�

■
今
後
も
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
お
聴
き
し
、
市
民
に
寄
り
そ
っ
た
議
会
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

長
浜
市
議
会　

広
報
広
聴
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
５
ー
６
５
４
７

　市議会では、議会の効率的な運営やペーパーレスを推進するため令和元年11月からタブレット端末を全
議員に貸与しています。本会議や委員会の資料をタブレット端末で閲覧できるようになり、迅速な情報伝達、
コピー用紙や印刷代の削減、資料の印刷や配布等の事務負担の軽減など様 な々効果が得られています。
　また、感染症のパンデミックや災害時においても、継続的な議会活動を通じて市民の安全が確保できる
よう、参集が困難となった災害を想定したオンライン訓練を行いました。
　現在、新型コロナウイルス感染症が急激に拡大しており、会議のもち方を工夫するとともに、今後も、
タブレットをさらに活用した活発な議会活動に努めてまいります。

タブレット端末を活用した議会だより編集作業オンライン研修会

タブレット端末を活用しています

本会議と委員会の様子をイ
ンターネットで配信していま
す。スマートフォンでも視聴
できます。

・�傍聴にお越しのときは、感
染症対策にご協力をお願い
します。

本会議等の生中継を
ご覧になれます

議会の傍聴

　市議会では、議会の効率的な運営やペーパーレスを推進するため令和元年11月からタブレット端末を全

していますしています


